
自主的環境保全活動の取り組み状況

（事業所名）株式会社 カネカ 高砂工業所

１ 環境保全活動に関する方針等

１－１ 環境保全活動に関する方針

別添 「高砂工業所 環境方針」参照

１－２ 環境保全活動に関する組織体制

〈 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム 組 織 図 〉
変 更 ：20 08 .04 .0 1

製 造 ・ エ ネ ル ギ ー １ 1 部 署

環 境 安 全 衛 生 委 員 会
ス タ ッ フ ６ 部 署

高 砂 工 業 所 長

研 究 ・ 生 産 技 術 ５ 部 署

環 境 管 理 責 任 者

関 係 会 社 ２ 部 署



２ 環境保全活動の実施状況等

項 目 取組結果 今後の取組計画

化学物質対策
・大気重点６物質

の排出量自主削

減計画の達成

・H20年度はクロロエチレン排出

量削減設備が4月から稼動して

大幅な削減ができた。その結果、

PRTR物質の総排出量は対前年

比41.6％削減した。

・大気重点6物質の排

出量自主削減計画

の達成

温室効果ガス削

減策

・CO2排出原単位

H2年度比14％
減少

（H22年度）

・H20年度CO2排出原単位は経済

不況による生産量の大幅減少と

関西電力の電力CO2排出係数ア

ップ（計画0.26→0.338）の影響

によりH2年度比7.4％の減少に

とどまった。（電力排出係数ア

ップによりCO2排出原単位は6.
1ポイント悪化した）

・CO2排出原単位

H2年度比14％減少

（H22年度）

廃棄物対策
・最終埋立処分量

比

0.5％未満対発

生量

（H20年度）

・産業廃棄物のセメント原料や肥

料への再資源化を推進し拡大し

た結果、H20年度の最終埋立処

分量比は0.1％となりゼロエミ

ッションを達成した。

・最終埋立処分量比

0.1％未満対発生量

（H21年度）

環境マネジメン

トシステム

・安全査察

・環境内部監査

・第三者機関によ

る更新審査

・H20年11月に本社による査察を

受け、取組みが継続的に進展し

ていることが確認された。

・9,10月に全24部署を監査し、シ

ステムが適正に機能しているこ

とを確認した。

・H20年11月に日本化学キューエ

イ㈱の審査を受け、システムが

適正に機能していることが確認

された。

・安全査察（H21）

・環境内部監査

（H21）
・第三者機関による審

査（H21）

環境教育
・EMS教育

・防災訓練

・ISO14001の要求内容に沿って

計画的に教育・訓練を行った。

・H20年10月に兵庫県の訓練と合

同で総合防災訓練を行った。

・EMS教育（H21）
・防災訓練（H21）




